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うようになる。つまり、彼女たちにとってハイヤーパワーとの関わりは自分一人だけに閉じられた体験では

なく、仲間に対して常に開かれている体験だと言える。中島（2014）は病いを生きる修道女との面接を通し

て生まれた関係性について、「信仰的理解では抱えきれない苦悩や葛藤について、関係性という支えによって

ありのままの自分と向き合いながら、超越的な次元における働きに開かれていく在り方へと変化していった

感がある」と洞察している。そして心理臨床におけるスピリチュアリティの定義を、「心理臨床家とクライエ

ントが、心の深みにおいて繋がり、存在に関わる問いを共有する関係性を双方の支えとして、人智を超えた

次元へと開かれていくこと」としている。AAの仲間はアルコール依存症というある意味で不治の病いを共に

抱え、時に家族よりも強い絆で結ばれている。彼女たちはその関係性を支えに、ハイヤーパワーとの‘つな

がり感’を深めていると考えられる。 
 以上の 4 点から、ハイヤーパワーとの関わりが彼女たちの回復にどのような影響を与えていたかを考察す

る。ハイヤーパワーとの関わりのプロセスはそれぞれの身の内で起きていることであり、ハイヤーパワーへ

のイメージも関わりも人によって千差万別である。Turner（2009）はスピリチュアルな道のりを進むのにた

った一つの「正解」などなく、スピリチュアルな体験に至るにはさまざまに異なる道があること、アディク

ションを抱える人々のなかには、自分のスピリチュアリティと向き合うことを通して回復していく者も少な

くないことを述べている。どのようなプロセスを経ようとも、彼女たちにとって重要な共通点は仲間との関

わりを通してハイヤーパワーとの‘つながり感’を得たということである。仲間とのつながり感もハイヤー

パワーとのつながり感も、彼女たちにとっては等しく現実であり、実際に体験されているものである。彼女

たちにとっての回復の最大の要因は仲間である。だが同時に A さんはハイヤーパワーを信じていないとどこ

かで必ずスリップしてしまうことも語った。彼女たちにとっては、‘仲間とのつながり感’と‘ハイヤーパワ

ーとのつながり感’の両方が身についていることが重要なのではないだろうか。それぞれの‘つながり感’

がお互いに影響を与えあいながら深まっていくことも回復の一側面と言えるだろう。彼女たちは仲間に助け

を求めることと、ハイヤーパワーに身を委ねることが自らの命を救うと確信していた。仲間との紐帯と、ハ

イヤーパワーとの紐帯、これらが絡み合って織りなす網が、彼女たちを危険から守るセーフティネットにな

っているのではないだろうか。 
 
Ⅳ 今後の課題 
 本研究では、女性依存症者 2 名へのインタビューから考察を行った。A さんはクリスチャンであり、B さ

んは特定の信仰をもっていなかったが、彼女たちの信仰がハイヤーパワーとの関わりにどのように影響して

いたかまでは十分に検討できなかった。また、本研究から示された仲間とのつながり感とハイヤーパワーと

のつながり感についてより多くの依存症者に聞き取り調査を行う必要があると言える。 
 彼女たちはともに回復においてハイヤーパワーとのつながりを重要なものと考えていた。依存症者への支

援体制を充実させていくためにも、スピリチュアリティという概念が依存症からの回復にどのように影響を

与えているのかさらなる研究を行っていく必要がある。 
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